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第２学年　カナダ修学旅行

学　校　行　事　《 第３学期 》
１月８日　始業式
　　９日　２年　志望理由書講座・実力養成講座開始
　　１６日　１年　小論文試験　
　　　　　２年　志望理由書サポート
　　１７日　２年特進　実力試験（～１８日）
　　１８日　１年　実力試験
　　２２日　推薦入学試験（普通・特進）
　　２５日　実用英語技能検定（１・２年全員受験）
　　２６日　ＡＯ・公募推薦入試合格者報告会
２月１日　３年　学年末試験（卒業前教育確認試験）
　　６日　１年　小論文講座
　　７日　１・２年　芸術鑑賞会
　　１０日　一般入学試験（普通・特進）

　　１５日　２年　実力試験（～１６日）
　　２０日　３年生を送る会
　　２３日　１・２年　オープンスクール
　　　　　卒業謝恩会
３月３日　第６８回卒業証書授与式
　　５日　１・２年　学年末試験（～８日）
　　９日　新入生招集日
　　１０日　大学入学前英国語学研修（～ ２５日）
　　１２日　一般入試合格者報告会
　　１９日　普通救命講習会
　　２０日　平成３０年度修業式
　　２２日　春期外部講座（～２６日）



平成31年３月３日 （　2　）

　

第
六
十
八
回
卒
業
式
が
、
平
成
三
十
一
年
三
月

三
日
（
日
）、
本
校
体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ
た
。

四
一
九
名
（
男
子
一
七
二
名
・
女
子
二
四
七
名
）

の
卒
業
生
が
、
数
々
の
思
い
出
と
未
来
へ
の
希
望

を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
　

―　

式　

次　

第　

―

開
式

国
歌
斉
唱

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

市
村　

み
の
り
（
板
橋
五
中
）

日
本
大
学
学
長
賞

　
　
　
　

井
上　

花
純
（
牛
込
一
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
団
体
）

　

代
表　

山
口　

春
香
（
横
山
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
個
人
）

　
　
　
　

宮
本　

遥
（
山
王
中
）

優
等
賞

　

代
表　

首
藤　

あ
す
か
（
田
無
二
中
）

皆
勤
賞
・
精
勤
賞

　

代
表　

原　

優
介
（
常
盤
中
）

校
長
賞
（
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
）

　

代
表　

久
保　

順
子
殿

生
徒
会
功
労
賞

　

代
表　

柴
田　

幸
（
西
葛
西
中
）

学
校
長
式
辞

　
　
　
　

川
原　

容
子

学
長
告
辞

　
　
　
　

大
塚　

𠮷
兵
衛

　
　
　
　
（
代
読　

生
物
資
源
科
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
矢　

祐
治
）

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

板
橋　

千
夏
（
東
林
中
）	

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　

代
表　

太
田　

結
花
（
北
沢
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

中
島　

里
帆
（
高
井
戸
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

梅
影　

七
菜
（
生
田
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

髙
橋　

タ
ケ
ル
（
御
成
門
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

根
本　

友
紀
殿

校
歌
斉
唱

送
別
の
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

学
長
賞

　

Ｅ　

井
上　

花
純
（
牛
込
一
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
団
体
）

　
　
　

放
送
部

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
個
人
）

　

Ｄ　

宮
本　

遥
（
山
王
中
）

優
等
賞

　

Ａ　

市
村　

み
の
り
（
板
橋
五
中
）

　

Ｂ　

首
藤　

あ
す
か
（
田
無
二
中
）

　

Ｃ　

板
橋　

千
夏
（
東
林
中
）

　

Ｅ　

井
上　

花
純
（
牛
込
一
中
）	

　

Ｆ　

太
田　

結
花
（
北
沢
中
）	

　
　
　

柴
田　

幸
（
西
葛
西
中
）	

　

Ｇ　

中
島　

里
帆
（
高
井
戸
中
）

　
　
　

原　

優
介
（
常
盤
中
）	

　

Ｋ　

梅
影　

七
菜
（
生
田
中
）

　

Ｌ　

千
木
良　

亮
磨
（
千
歳
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞
〔
校
長
賞
〕

※
〔　

〕
内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
に
贈
る

Ａ　

金
川　

雅
［
晶
子
］（
桜
川
中
）

　
　

久
保　

柚
［
里
香
］（
稲
城
五
中
）

　
　

柴
田　

諒
真
［
典
子
］（
府
中
二
中
）

　
　

米
田　

光
里
［
真
子
］（
加
賀
中
）

　
　

井　

美
菜
子
［
真
江
］（
冨
士
見
台
中
）

Ｂ　

宇
田
川　

真
優
［
奈
々
絵
］（
神
明
中
）

　
　

川
野　

海
咲
［
久
美
子
］（
宮
崎
中
）

　
　

鈴
木　

拓
磨
［
ゆ
か
り
］（
三
鷹
二
中
）

　
　

高
松　

虹
羽
［
裕
子
］（
杉
森
中
）

　
　

髙
柳　

飛
翔
［
博
子
］（
深
川
八
中
）

Ｃ　

大
村　

理
沙
［
由
紀
子
］（
狛
江
二
中
）

　
　

車
谷　

春
奈
［
久
美
子
］（
練
馬
東
中
）

　
　

田
中　

里
彩
［
直
美
］（
西
池
袋
中
）

　
　

峰
岸　

れ
み
な
［
な
る
み
］（
三
沢
中
）

　
　

山
田　

真
椰
［
あ
お
い
］（
小
山
中
）

Ｄ　

小
澤　

直
矢
［
玲
子
］（
橘
中
）

　
　

佐
藤　

は
る
か
［
馨
如
］（
町
田
一
中
）

　
　

下
手　

陽
織
［
真
澄
］（
調
布
中
）

　
　

引
間　

亮
［
ま
み
］（
稲
城
五
中
）

　
　

藤
﨑　

彩
音
［
恵
美
］（
恩
方
中
）

　
　

古
川　

竜
平
［
薫
］（
妙
典
中
）

　
　

三
浦　

拓
真
［
幸
子
］（
椚
田
中
）

　
　

八
木
沼　

さ
く
ら
［
直
美
］（
船
橋
希
望
中
）

　
　

山
口　

航
平
［
和
子
］（
高
津
中
）

Ｅ　

北
村　

優
奈
［
千
春
］（
千
歳
中
）

　
　

木
全　

音
絵
［
美
登
利
］（
大
森
三
中
）

　
　

鈴
木　

悠
花
［
朋
恵
］（
金
井
中
）

　
　

中
井　

の
ど
か
［
さ
お
り
］（
大
泉
学
園
中
）

　
　

長
沼　

飛
竜
［
法
子
］（
篠
原
中
）

　
　

箭
内　

咲
紀
［
奈
美
］（
瑞
江
二
中
）

Ｆ　

相
内　

朱
里
［
敏
子
］（
武
蔵
野
六
中
）

　
　

武
居　

伶
夏
［
睦
美
］（
南
菅
中
）

　
　

堂
本　

菜
乃
巴
［
由
美
子
］（
西
高
津
中
）

　
　

南　

達
朗
［
な
る
み
］（
南
菅
中
）

Ｇ　

加
藤　

麻
愛
［
紀
子
］（
調
布
五
中
）

　
　

近
藤　

伴
紀
［
寿
枝
］（
町
田
一
中
）

　
　

鈴
木　

里
菜
［
令
子
］（
玉
川
中
）

　
　

常
山　

ほ
の
か
［
美
和
］（
国
分
寺
一
中
）

　
　

原　

優
介
［
明
美
］（
常
盤
中
）

Ｈ　

有
水　

葉
優
［
雅
子
］（
大
道
中
）

　
　

鈴
木　

梨
乃
［
智
子
］（
関
中
）

Ｉ　

乙
部　

奈
子
［
二
三
代
］（
国
分
寺
五
中
）

　
　

久
保　

美
由
紀
［
順
子
］（
東
村
山
六
中
）

　
　

小
山　

衿
菜
［
恵
夏
］（
西
原
中
）

　
　

内
藤　

怜
香
［
和
枝
］（
調
布
五
中
）

　
　

山
崎　

沙
也
佳
［
千
代
］（
茗
台
中
）

Ｋ　

池
濱　

翼
［
悦
子
］（
武
蔵
野
三
中
）

　
　

髙
橋　

春
斗
［
智
美
］（
開
進
一
中
）

Ｌ　

赤
羽　

美
緒
［
小
百
合
］（
三
鷹
六
中
）

　
　

神
谷　

脩
輔
［
由
紀
子
］（
篠
崎
二
中
）

　
　

金　

佳
耶
［
福
実
］（
東
京
朝
鮮
中
高
級
中
）

　
　

隅
田
川　

愛
花
［
香
苗
］（
練
馬
中
）

　
　

中
野　

瑶
己
［
寿
恵
子
］

（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
中
）

　
　

樋
口　

菜
花
［
幸
子
］（
東
蒲
中
）

卒業おめでとう
平成30年度  第68回卒業証書授与式
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精
勤
賞

Ａ　

阿
部　

ゆ
り
か
（
開
進
一
中
）

　
　

石
井　

隆
一
（
葛
飾
中
）

　
　

尾
松　

里
夢
菜
（
調
布
五
中
）

　
　

宮
下　

和
明
（
椚
田
中
）

　
　

宮
本　

侑
柊
（
松
江
一
中
）

Ｂ　

加
納　

藍
花
（
国
分
寺
二
中
）

　
　

佐
藤　

黎
（
志
茂
田
中
）

　
　

首
藤　

あ
す
か
（
田
無
二
中
）

　
　

西
川　

智
紀
（
松
江
二
中
）

Ｃ　

板
橋　

千
夏
（
東
林
中
）

　
　

岩
崎　

未
央
（
椚
田
中
）

　
　

尾
上　

あ
お
い
（
稲
城
五
中
）

　
　

鎌
倉　

賢
人
（
杉
森
中
）

　
　

川
端　

み
な
（
関
中
）

　
　

小
林　

理
沙
子
（
梅
丘
中
）

Ｅ　

荒
井　

裕
美
香
（
小
金
井
南
中
）

　
　

石
森　

孝
太
朗
（
御
園
中
）

　
　

井
上　

花
純
（
牛
込
一
中
）

　
　

高
橋　

由
夏
（
宮
崎
中
）

　
　

竹
下　

美
里
（
杉
森
中
）

　
　

田
中　

竜
聖
（
西
中
原
中
）

　
　

平
松　

梨
紗
（
六
月
中
）

　
　

盛
永　

美
希
（
深
川
六
中
）

Ｆ　

浅
野　

環
（
本
所
中
）

　
　

風
祭　

は
る
か
（
旭
丘
中
）

　
　

鎌
田　

唯
吹
（
和
光
三
中
）

　
　

柴
田　

幸
（
西
葛
西
中
）

　
　

安
武　

花
歩
（
白
幡
中
）

　
　

脇
坂　

祐
也
（
国
分
寺
一
中
）

Ｇ　

金
井　

咲
樹
（
土
合
中
）

　
　

中
尾　

大
樹
（
赤
塚
一
中
）

　
　

中
島　

里
帆
（
高
井
戸
中
）

　
　

村
上　

愛
（
市
川
七
中
）

Ｈ　

木
下　

龍
之
介
（
日
吉
中
）

　
　

柳
沼　

瞳
子
（
中
村
中
）

Ｉ　

益
田　

か
の
（
高
津
中
）

Ｊ　

杉
山　

友
介
（
浅
間
中
）

Ｋ　

梅
影　

七
菜
（
生
田
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

髙
橋　

タ
ケ
ル
（
御
成
門
中
）

○
生
徒
会
副
会
長

　

金
子　

真
奈
（
尾
久
八
幡
中
）

○
生
徒
会
書
記

　

飯
塚　

映
励
奈
（
石
神
井
西
中
）

○
学
級
委
員

　

鈴
木　

健
斗
（
竪
川
中
）

○
風
紀
委
員

　

柴
田　

幸
（
西
葛
西
中
）

○
厚
生
委
員

　

白
川　

将
貴
（
神
明
中
）

○
図
書
委
員

　

西
川　

智
紀
（
松
江
二
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員

　

中
尾　

大
樹
（
赤
塚
一
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員

　

田
﨑　

あ
ず
さ
（
開
進
三
中
）

○
部
活
動
運
営
委
員

　

飯
岡　

大
和
（
武
蔵
野
三
中
）

○
編
集
委
員

　

服
部　

武
（
武
蔵
野
二
中
）

○
選
挙
管
理
委
員

　

松
下　

世
奈
（
砧
南
中
）

部
活
動
【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部

　

立
川　

湧
斗
（
石
川
中
）

　

山
下　

菜
央
（
小
金
井
二
中
）

○
水
泳
部

　

鎌
倉　

賢
人
（
杉
森
中
）

　

松
下　

世
奈
（
砧
南
中
）

○
陸
上
競
技
部

　

若
杉　

栞
南
（
玉
川
中
）

○
野
球
部

　

齋
藤　

北
斗
（
葛
飾
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

　

横
溝　

純
平
（
八
王
子
五
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

庄
司　

圭
吾
（
大
鳥
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

野
上　

歩
海
（
戸
越
台
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

杉
山　

友
介
（
浅
間
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

白
石　

梨
湖
（
向
丘
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

吉
田　

拓
郎
（
中
野
二
中
）

○
テ
ニ
ス
部　

　

北
村　

優
奈
（
千
歳
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

武
政　

陽
也
（
深
川
八
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

相
内　

朱
里
（
武
蔵
野
六
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

鈴
木　

大
志
（
練
馬
東
中
）

　

荒
木　

梨
沙
（
府
中
二
中
）

○
剣
道
部

　

小
田　

あ
か
り
（
大
泉
西
中
）

○
弓
道
部

　

堀
田　

和
希
（
弦
巻
中
）

　

大
野　

凜
子
（
東
田
中
）

○
空
手
道
部

　

宮
本　

侑
柊
（
松
江
一
中
）

　

川
上　

菜
菜
（
明
海
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　

小
野
寺　

悠
（
東
高
津
中
）

部
活
動
【
文
化
系
】

○
写
真
部

　

金
川　

雅
（
桜
川
中
）

○
放
送
部

　

山
口　

春
香
（
横
山
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

中
島　

尭
輝
（
駒
沢
中
）

○
情
報
部

　

樋
口　

菜
花
（
東
蒲
中
）

○
英
語
部

　

小
澤　

華
奈
子
（
瀬
田
中
）

○
演
劇
部

　

田
中　

良
弥
（
牛
込
三
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

錦
古
里　

歩
美
（
三
鷹
二
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

小
山　

由
梨
香
（
府
中
十
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

　

片
木　

麻
綾
（
加
賀
中
）

○
茶
・
華
道
部

　

山
崎　

沙
也
佳
（
茗
台
中
）

○
料
理
部

　

八
島　

も
え
（
樽
町
中
）

○
書
道
部

　

上
原　

優
希
（
樽
町
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

　

大
石　

紗
椰
（
調
布
八
中
）

団
体
功
労
賞

　

ス
キ
ー
部

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

空
手
道
部

　

ゴ
ル
フ
部

　

放
送
部

　

演
劇
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

都
知
事
賞

　
　
　

千
木
良　

亮
磨
（
千
歳
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　
　
　

中
野　

瑶
己

（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
中
）

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
よ
り
表
彰

　

文
化
活
動
優
良
生
徒

　
　
　

岸
田　

寧
々
（
国
泰
寺
中
）

　
　
　

奈
良
原　

幸
拓
（
西
宮
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
　
　

川
上　

菜
菜
（
明
海
中
）

　
　
　

仲
川　

耕
平
（
日
野
一
中
）

　

優
秀
選
手

　
　
　

仲
川　

耕
平
（
日
野
一
中
）

杉
並
区
よ
り
表
彰

　

杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
顕
彰

　
　
　

野
球
部
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社
会
参
画
を
ぜ
ひ
一
緒
に

学
校
長　

川　

原　

容　

子

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
年
間
の
鶴
ヶ
丘
高
校
で
の
成
長
に

は
、
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
様
々
な
地
域
か
ら

縁
あ
っ
て
集
い
、
ク
ラ
ス
・
部
活
動
・
生
徒

会
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
三
校
訓
の
も
と
、

し
っ
か
り
と
自
分
と
向
き
合
い
、
仲
間
を
信

じ
な
が
ら
、
道
を
拓
く
た
め
に
頑
張
っ
て
き

た
姿
に
は
、
私
自
身
も
多
く
の
力
を
も
ら
い

ま
し
た
。

今
後
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ん
で
き
た
こ

と
を
さ
ら
に
深
め
て
、
生
涯
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ナ
ー
と
し
て
、変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、

強
い
意
志
を
持
っ
て
行
動
し「
幸
せ
」に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
広
い
世
界
に
出
る
皆

さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
社
会
に
つ
い
て
考
え
行
動

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル

に
も
あ
る
社
会
参
画
で
す
が
、
こ
れ
は
社
会

参
加
と
は
少
し
違
い
ま
す
。
参
画
と
は
、
単

に
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
計
画
段
階
か
ら

加
わ
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
は
、個
人
や
日
本
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
よ
り
よ
い
未
来
を

創
造
す
る
（W

ell-being

）
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

そ
れ
ら
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
地
球
温

暖
化
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
貧
困
・
平
和
な
ど
、
ど
ん
な
社
会
問

題
が
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き
て
い
る
か
、
関

心
を
持
っ
て
観
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

少
し
観
る
だ
け
で
も
、
自
国
第
一
主
義
で

は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
い
け
ば
、
一
〇
〇
年
後

を
待
た
ず
に
、
地
球
を
残
す
こ
と
が
危
う
い

と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
直
接
振
り
か
か
っ
て
こ
な
け
れ

ば
、
静
観
を
決
め
込
ん
で
い
る
人
が
多
い
こ

の
現
状
を
、打
破
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
も

考
え
行
動
で
き
る
人
と
な
っ
て
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
期
学
習
指
導
要
領
で
も
、「
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
課
程
」、
す
な
わ
ち
学
校
教
育

を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
と
い
う
目

標
を
持
つ
こ
と
を
教
育
理
念
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
意
識
を
向

け
、
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。今

ま
で
の
学
び
を
も
と
に
、
人
類
共
通
の

課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
、
た
っ

た
一
つ
の
小
さ
な
行
動
や
考
え
が
、
波
と

な
っ
て
人
を
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
測
不
能
な
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
、
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で
し
ょ

卒業おめでとう　言葉の花束
う
か
。

勤
勉
で
あ
り
、
真
面
目
な
国
民
性
か
ら
考

え
て
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、
問
題
解

決
を
臆
せ
ず
で
き
る
の
は
、
君
た
ち
で
す
。

周
囲
の
我
々
大
人
を
巻
き
込
ん
で
、
新
し

い
道
を
拓
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
先
人
の
知
恵
や
知
識
を

し
っ
か
り
理
解
し
、
深
め
て
い
く
為
の
一
助

と
し
て
、「
本
を
読
む
」
こ
と
は
ぜ
ひ
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
し
い
道
を
拓
く
た
め
に
は
、
過
去
の
歴

史
か
ら
多
く
を
学
び
、
過
ち
の
反
省
を
踏
ま

え
て
い
く
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

勇
気
を
持
っ
て
、
社
会
参
画
を
ぜ
ひ
一
緒

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ず
っ
と
…

学
年
主
任　

賀
来　

義
蘭
（
地
歴
公
民
科
）

こ
の
三
年
間
で
得
た
も
の
は
何
で
す
か
？

母
校
、
恩
師
、
親
友
、
ラ
イ
バ
ル
、
仲
間
、

毎
日
の
登
下
校
、
楽
し
か
っ
た
学
校
行
事
の

思
い
出
、
き
つ
か
っ
た
部
活
の
練
習
、
苦
し

み
な
が
ら
掴
み
取
っ
た
試
合
の
勝
利
、
ぼ
ろ

ぼ
ろ
に
泣
き
崩
れ
た
最
後
の
大
会
、
ド
キ
ド

キ
し
た
恋
愛
の
記
憶
…
…
。

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
い
く
つ
だ
っ
て
Ｏ

Ｋ
で
す
。
鶴
高
で
手
に
入
れ
た
か
け
が
え
の

無
い
何
か
を
、
五
十
年
先
、
六
十
年
先
も
ど

う
か
大
切
に
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

こ
と
が
君
た
ち
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

君
た
ち
と
出
会
い
、
三
年
間
過
ご
し
た
こ

と
。
そ
れ
が
私
の
得
た
も
の
で
す
。
六
十
年

先
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

贈
る
言
葉Ａ組

担
任　

石
山　

道
宏
（
数
学
科
）

卒
業
生
の
皆
さ
ん
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

僕
か
ら
の
送
る
言
葉
は
、

Go	for	it!

意
味
は
各
自
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
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卒
業
お
め
で
と
う

Ｂ
組
担
任　

中
森　

秀
紀
（
理
科
）

こ
れ
か
ら
先
、
皆
さ
ん
は
様
々
な
出
来
事

を
経
験
す
る
で
し
ょ
う
。
時
に
は
大
変
な
事

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
鶴
高
生
は
や
れ
ば
で

き
る
子
な
の
で
大
抵
の
こ
と
は
な
ん
と
か
な

り
ま
す
。

ど
ん
な
と
き
も
「
元
気
出
し
て
行
こ
う
」

を
合
言
葉
に
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

時
は
金
な
り
、
信
用
な
り

Ｃ
組
担
任　

山
口　

重
喜
（
保
健
体
育
科
）

お
金
を
稼
ぐ
方
法
を
知
っ
て
い
て
も
、
貯

め
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
、
一
生
涯
精
を

出
し
て
働
い
た
と
し
て
も
、
最
後
に
は
わ
ず

か
ば
か
り
の
も
の
し
か
残
ら
な
い
。

与
え
ら
れ
た
仕
事
は
一
生
懸
命
成
し
遂
げ

ま
し
ょ
う
。
う
ま
い
儲
け
話
や
一
攫
千
金
の

よ
う
な
話
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

勤
勉
と
忍
耐
が
繁
栄
を
も
た
ら
す
最
も
確
実

な
道
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。富

へ
の
道
は
「
勤
勉
」
と
「
倹
約
」。
つ

ま
り
時
間
も
お
金
も
無
駄
に
せ
ず
、
そ
の
両

方
を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

倹
約
の
習
慣
は
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

習
慣
の
一
つ
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
私
は

こ
の
習
慣
を
完
全
に
自
分
の
も
の
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
幸
運

に
も
こ
の
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
る
人
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
必
要
と
し

て
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
こ
そ
幸
せ
に
な
る
近
道
で
す
。

感
謝Ｄ組

担
任　

桐
田　

知
典
（
地
歴
公
民
科
）

四
月
に
元
Ｅ
組
・
Ｆ
組
か
ら
半
分
ず
つ
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
三
年
Ｄ
組
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
と
同
様
で
、
朝
か
ら
大
き
な
声

で
静
か
に
す
る
よ
う
に
話
し
て
も
、「
聴
く

耳
持
た
ず
」
な
感
じ
で
し
た
。
そ
ん
な
Ｄ
組

の
み
な
さ
ん
は
、
ど
ん
な
時
も
「
や
る
と
き

は
や
る
」
人
た
ち
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。毎

朝
、
怒
鳴
ら
れ
て
も
、
意
に
介
さ
ず
マ

イ
ペ
ー
ス
を
貫
い
て
い
る
よ
う
で
、
大
事
な

時
は
き
ち
ん
と
こ
ち
ら
を
向
い
て
く
れ
る
。

そ
ん
な
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
一
年
間
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
！

Think D
ifferent

Ｅ
組
担
任　

山
内　

智
史
（
英
語
科
）

夢
を
持
て

　

理
想
を
語
れ

　
　

た
だ
生
き
る
な

　
　
　

全
力
で
生
き
ろ

信
念
を
持
て

　

己
の
想
い
を
貫
き
通
せ

　
　

心
か
ら
好
き
な
こ
と
を
し
ろ

　
　
　

一
度
き
り
の
人
生
が
輝
く

人
生
に
間
違
い
な
ど
な
い

　

過
去
は
い
く
ら
で
も
変
え
ら
れ
る

　
　

そ
の
手
で
全
て
を
正
解
に
し
ろ

学
び
続
け
ろ

　

成
長
し
続
け
ろ

　
　

思
い
が
け
な
い
未
来
に
出
会
え
る

そ
の
た
め
の
努
力
を
し
ろ

　

決
し
て
自
分
を
見
限
る
な

　
　

努
力
は
運
命
を
支
配
す
る

自
分
自
身
を
好
き
で
あ
れ

　

自
分
自
身
に
自
信
を
持
て

　
　

人
の
魅
力
は
内
か
ら
生
ま
れ
る

優
し
く
あ
れ

　

誰
に
で
も
優
し
く
あ
れ

　
　

愛
す
べ
き
も
の
全
て
に

　
　
　

優
し
さ
は
伝
染
す
る

人
を
愛
し
な
さ
い

　

愛
は
心
を
育
て
る

　
　

全
て
の
感
情
を
有
す
る

キ
ミ
た
ち
が
好
き
だ

　

大
好
き
だ

ま
た
い
つ
か
、
逢
い
た
い

こ
の
瞬
間
の
想
い
を
大
切
に

心
か
ら
、
あ
り
が
と
う

さ
よ
な
ら
が

　

始
ま
り
を
告
げ
る

																						

Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ

力
を
発
揮
し
よ
う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
組
担
任　

金
森　

真
彩
美
（
国
語
科
）

皆
さ
ん
と
過
ご
す
中
で
、
や
さ
し
い
と
こ

ろ
や
仲
間
思
い
な
と
こ
ろ
、
一
心
に
頑
張
る

と
こ
ろ
や
自
分
の
役
目
を
果
た
す
と
こ
ろ
、

か
わ
い
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
、
皆
さ
ん
の
多
く
の
い
い
と
こ
ろ
を
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
皆
さ
ん
の
多
く
の
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。
少
し
残
念
だ
な
と
思
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
い
い
と
こ
ろ
に
皆
さ
ん
自

身
が
あ
ま
り
気
が
つ
い
て
い
な
い
の
か
な
と

思
う
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん

に
と
っ
て
は
普
通
の
こ
と
が
、
外
か
ら
見
れ

ば
と
て
も
大
き
な
輝
き
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
の
良
さ
は
ど
ん
な
場

所
で
も
輝
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
卒
業
後
も
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

敢
為
邁
往

Ｇ
組
担
任　

葛
西　

香
緒
（
保
健
体
育
科
）

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
し
な

が
ら
入
学
し
た
あ
の
日
か
ら
三
年
、
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
ね
。
鶴
高
で
で
き
た
仲
間
、

た
く
さ
ん
の
経
験
や
思
い
出
は
、
一
生
モ
ノ

の
宝
物
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の

大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
胸
を
張
り
、
前

を
向
き
、
精
一
杯
生
き
て
く
だ
さ
い
。
難
題

に
直
面
し
た
と
き
は
、
初
め
か
ら
で
き
な
い

と
決
め
つ
け
た
り
投
げ
出
し
た
り
せ
ず
、
苦

し
い
と
感
じ
た
も
う
一
歩
先
ま
で
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
。で
き
な
い
こ
と
な
ん
て
な
い
。

苦
労
せ
ず
に
で
き
る
一
〇
よ
り
も
、
苦
労
し

て
で
き
た
一
の
方
が
ず
っ
と
ず
っ
と
有
意
義

な
も
の
で
す
。
今
後
の
み
ん
な
の
活
躍
を
、

ず
っ
と
応
援
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
！

思
考
と
は
、
驚
き
か
ら
の
絶
え
ざ
る
飛
翔

Ｈ
組
担
任　

東
條　

剛
（
国
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
と
共
に
こ
の
日
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、『
荘
子
』
に
「
無
用
之
用
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

と
か
く
、
即
時
性
や
実
用
性
が
求
め
ら
れ

る
時
代
で
す
。
考
え
る
こ
と
に
労
を
費
や
す

よ
り
も
、
二
項
対
立
で
の
単
純
な
判
断
や
Ａ

Ｉ
に
導
か
れ
た
結
論
は
、
時
と
し
て
魅
力
的

な
答
え
と
し
て
目
に
映
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
が
、
一
方
で
思
考
停
止
を
招
き
や
す
い

の
も
事
実
で
す
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
重
要
な
の
は
疑

問
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
知
的
好
奇
心
は
、

そ
れ
自
体
に
存
在
意
義
が
あ
る
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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ご
卒
業
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

巣
立
ちＩ

組
担
任　

伊
勢
川　

美
佳
（
家
庭
科
）

初
め
て
一
年
か
ら
三
年
ま
で
持
ち
上
が

り
、
我
が
子
と
同
じ
歳
の
こ
の
学
年
に
は
と

て
も
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
学
校
生
活
や

我
が
家
を
通
し
み
な
さ
ん
の
心
情
や
親
の
気

持
ち
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
教
員
と
い
う
よ
り
親
の
よ
う
に
接
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
口
う
る
さ
い
事
も
た
く

さ
ん
言
い
、先
回
り
し
て
導
い
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
も
う
お
し
ま
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

自
分
で
決
断
し
、
誇
れ
る
人
生
を
築
い
て
く

だ
さ
い
。
ど
ん
な
時
で
も
顔
を
上
げ
、
２
本

の
大
き
な
足
で
し
っ
か
り
と
立
っ
て
く
だ
さ

い
。
苦
し
て
道
に
迷
っ
た
り
、
ほ
っ
こ
り
し

た
く
な
っ
た
ら
鶴
高
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
い

つ
で
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
三
年
間
あ
り
が

と
う
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

い
つ
も
心
に
ワ
ク
ワ
ク
を

Ｊ
組
担
任　

髙
間　

大
輔
（
英
語
科
）

ワ
ク
ワ
ク
を
大
切
に
、
素
敵
な
人
生
を
。

卒
業
お
め
で
と
う
。

贈
る
言
葉Ｋ

組
担
任　

堀
内　

美
和
（
理
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

三
年
間
、
楽
し
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
人

は
転
ぶ
か
ら
そ
の
痛
み
を
知
り
、
起
き
上
が

り
方
を
知
る
よ
う
に
、
経
験
は
必
ず
糧
と

な
っ
て
残
り
ま
す
。
そ
の
糧
を
活
か
し
て
、

ど
ん
ど
ん
道
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
節
目
の
よ
い
機
会
で
す
。
ご
家

族
を
は
じ
め
と
し
て
、
高
校
生
活
を
支
え
て

く
れ
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
を
表

し
ま
し
ょ
う
。
子
供
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い

く
、
激
し
く
成
長
し
て
い
く
、
そ
ん
な
大
切

な
時
間
を
、
一
緒
に
過
ご
せ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
未
来
に
た
く
さ
ん

の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

こ
れ
か
ら
が
本
当
の
始
ま
り

Ｌ
組
担
任　

牛
尾　

文
洋
（
数
学
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
。
本
校
で
学
ん
だ
三
年

間
、
心
に
残
る
思
い
出
、
楽
し
い
思
い
出
等

た
く
さ
ん
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
本
校
で
得
た
多
く
の
思
い
出
を
語
れ
ば

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
こ
の
卒
業

が
高
校
生
活
の
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、

厳
し
い
社
会
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は

自
覚
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
試
練
に
直
面
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
・
く
じ
け
な
い
、
の
精
神
で
乗
り
越

え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

校
を
卒
業
し
た
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
が
終
わ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
を
信
じ
て
前
進
あ
る
の
み
で
す
。
学
ぶ
の

に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
価

値
と
は
、
そ
の
人
が
得
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
が
与
え
た
も
の
で
測
ら
れ
る
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

よ
き
人
生
を副

担
任　

日
比　

茂
（
国
語
科
）　　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
お
め
で
と
う
。
今
日
か
ら
諸
君
は

鶴
ヶ
丘
高
校
を
巣
立
ち
一
般
社
会
に
出
て
い

き
ま
す
。

君
た
ち
に
望
む
の
は
自
立
心
で
す
。
正
し

い
自
己
判
断
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
感
の
こ
と

で
す
。
成
功
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
に
失
敗

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
時
に
は
挫
折
感
を

味
わ
う
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
世
間
と
い

う
鏡
を
通
し
て
初
め
て
自
分
の
真
の
姿
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

君
た
ち
が
求
む
べ
き
は
良
い
友
人
で
す
。

衝
突
と
容
認
を
繰
り
返
し
て
人
間
関
係
は
構

築
さ
れ
ま
す
。
仲
良
し
関
係
だ
け
で
は
な
い

真
の
友
達
を
得
て
こ
そ
、
人
生
は
充
実
し
た

も
の
に
な
る
の
で
す
。

良
い
人
生
を
歩
ん
で
下
さ
い
。

卒
業
お
め
で
と
う

副
担
任　

小
林　

仁
（
地
歴
公
民
科
）

「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
、
思
い

て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。当
事
者
意
識
、目
的
意
識
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

三
度
の
飯
よ
り
好
き
な
事　

あ
り
ま
す
か
？　

副
担
任　

磯
崎　

宏
（
英
語
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
あ
、
出
か
け
よ
う
！

①
自
分
で
汗
を
か
い
て
、
手
に
マ
メ
を
作
っ

て
体
験
し
た
こ
と
が
宝
物

　

何
事
も
、
ま
ず
は
自
分
の
五
感
で
や
っ
て

み
て
！
特
に
自
然
の
中
で
！

②
自
分
の
気
持
ち
に
素
直
に
な
っ
て
、
三
度

の
飯
よ
り
好
き
な
こ
と
は
何
？

　

学
生
の
宝
は
「
時
間
」。
今
し
か
で
き
な

い
事
は
今
や
る
し
か
な
い
！

③
普
通
の
人
が
考
え
そ
う
に
な
い
こ
と
を

や
っ
て
み
よ
う
。

自
分
の
中
で
バ
リ
ア
を
作
ら
な
い
！
一
生

懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
人
は
助
け
て

く
れ
る
か
ら
！

私
も
北
ア
ル
プ
ス
に
あ
こ
が
れ
、
一
〇
〇

キ
ロ
歩
き
、
子
供
会
キ
ャ
ン
プ
に
明
け
暮
れ

た
な
あ
。

今
で
も
登
り
と
長
さ
で
は
負
け
た
く
な

い
、
こ
れ
が
生
き
て
い
く
糧
で
す
。

好
き
な
こ
と
を
究
め
よ
う
！

副
担
任　

齋
藤　

純
（
理
科
）

高
校
生
活
が
終
わ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
専
門

的
な
学
び
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
興

味
の
あ
る
こ
と
を
好
き
な
だ
け
勉
強
で
き
ま

す
ね
。苦
手
教
科
を
克
服
す
る
の
で
は
な
く
、

得
意
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
自
分
で

決
め
ら
れ
ま
す
。「
責
任
」
と
い
う
重
み
を

抱
え
つ
つ
、
自
分
の
弱
さ
に
打
ち
勝
っ
て
、

あ
な
た
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
も
母
校
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
卒
業
生
と
話
を

す
る
こ
と
が
私
達
教
員
の
何
よ
り
の
楽
し
み

な
の
で
。
卒
業
、
お
め
で
と
う
！

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う

副
担
任　

金
箱　

春
菜
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が

皆
さ
ん
と
過
ご
せ
た
時
間
は
一
年
間
と
い
う

短
い
間
で
し
た
が
、
授
業
や
行
事
に
取
り
組

む
中
で
皆
さ
ん
の
様
々
な
表
情
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
真
剣

な
眼
差
し
や
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
に
た
く
さ

ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
高
校
三
年
間
で
経
験
し
た
こ
と
は
必

ず
皆
さ
ん
の
力
と
な
り
魅
力
と
な
り
ま
す
。

鶴
ヶ
丘
高
校
で
学
び
、
成
長
し
た
自
分
に
自

信
を
持
ち
、
常
に
目
標
を
持
っ
て
今
後
の
人

生
を
歩
み
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
み
な
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
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高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て

三
年
Ａ
組　

柴
田　

諒
真
（
府
中
二
中
）

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
胸
を

躍
ら
せ
、
両
親
の
母
校
で
あ
る
鶴
ヶ
丘
高

校
に
憧
れ
て
入
学
し
た
日
か
ら
、
も
う
す

ぐ
三
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
私
の
高

校
生
活
は
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
卒

業
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

良
い
友
人
に
出
会
い
、
文
化
祭
、
体
育
祭
、

カ
ナ
ダ
へ
の
修
学
旅
行
、
ゴ
ル
フ
部
で
の

試
合
や
合
宿
な
ど
、
様
々
な
事
が
思
い
出

さ
れ
る
。
し
か
し
、
楽
し
い
思
い
出
ば
か

り
で
は
な
い
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
、

勉
強
で
苦
労
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
高

校
に
入
り
、
気
の
緩
み
か
ら
か
、
し
っ
か

り
と
計
画
的
に
学
習
す
る
と
い
う
こ
と
を

怠
っ
て
し
ま
っ
た
。
付
属
高
校
だ
と
い
う

甘
え
も
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
勉
強
が
思
う

よ
う
に
行
か
な
い
時
、励
ま
し
、力
に
な
っ

て
く
れ
た
の
は
、
先
生
方
だ
。
本
当
だ
っ

た
ら
叱
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な

場
面
で
も
、
具
体
的
な
弱
点
を
見
つ
け
、

次
に
繋
が
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
悲

観
的
に
な
っ
て
い
た
私
も
、
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
れ
た
こ
と
が
何
度
あ
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
。
そ
し
て
周
り
の
支
え
の
お
か

げ
で
、
私
は
、
希
望
す
る
進
路
に
進
む
こ

と
が
で
き
た
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
、
鶴
高
で
の
三
年
間

は
、楽
し
い
こ
と
の
連
続
で
す
。
し
か
し
、

や
る
べ
き
事
は
し
っ
か
り
と
、
逃
げ
ず
に

向
か
い
合
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
先
生
方
を
信
じ
て
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

進
学
先
：
日
本
大
学
文
理
学
部
数
学
科

高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年
Ｉ
組　

内
藤　

怜
香
（
調
布
五
中
）

今
、
高
校
三
年
間
の
こ
と
で
思
い
出
す

の
は
、
部
活
動
や
文
化
祭
の
時
な
ど
に
、

友
達
と
笑
い
あ
っ
た
日
々
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
楽
し
か
っ
た
毎
日
が
終
わ
っ
て

し
ま
う
と
思
う
と
、
と
て
も
悲
し
い
で
す
。

高
校
に
入
学
し
知
ら
な
い
人
ば
か
り
の

中
で
、
自
ら
積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と

が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
分
は
シ
ャ

イ
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
自
分

に
と
っ
て
と
て
も
大
き
な
成
長
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
友
達
と
話
す
こ
と
が

楽
し
く
て
、
休
む
こ
と
な
く
通
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

唯
一
高
校
生
活
の
中
で
大
変
だ
っ
た
の

は
、
進
学
先
を
決
め
る
こ
と
で
し
た
。
私

は
将
来
に
や
り
た
い
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い

か
が
分
か
ら
ず
何
度
も
何
度
も
悩
ん
で
泣

き
ま
し
た
。
日
本
大
学
へ
の
進
学
を
決
め

て
い
た
私
に
は
、
多
く
の
選
択
肢
が
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
学
部
学
科
を
検

索
し
た
り
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
た
り
し
て
、
最
終

的
に
は
、
私
は
こ
こ
で
学
ん
で
み
た
い
！

と
、
興
味
が
湧
く
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
将
来
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
を
選
ぶ
際
、
定
期
テ
ス
ト

で
良
い
成
績
を
残
せ
ば
進
路
の
選
択
肢
が

広
が
り
ま
す
。
日
々
の
積
み
重
ね
が
と
て

も
大
切
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高
校
三
年
間
は
時
が
経
つ
の
が
と
て
も

は
や
く
、
特
に
三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は

あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
在
校
生
の
皆
さ
ん

は
、
勉
強
で
も
遊
び
で
も
悔
い
の
残
ら
な

い
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
！
今
を

大
切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

頭
髪
服
装
指
導
が
き
び
し
か
っ
た
り
、

ほ
ぼ
毎
日
小
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
り
、
文
化

祭
の
す
ぐ
後
に
定
期
テ
ス
ト
が
あ
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
で
も
そ
ん
な
日
鶴
が
大
好

き
で
す
。

そ
し
て
、
ず
っ
と
そ
ば
に
い
て
く
れ
た

友
達
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
。

進
学
先
：
日
本
大
学
危
機
管
理
学
部

　
　
　
　
危
機
管
理
学
科

初
志
貫
徹

三
年
Ｌ
組　

隅
田
川　

愛
花
（
練
馬
中
）

今
、
改
め
て
こ
の
三
年
間
を
思
い
返
す

と
、部
活
動
や
学
校
行
事
に
尽
力
し
た
り
、

勉
強
に
励
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り
と
私
の
高

校
生
活
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
だ
っ

た
。
お
そ
ら
く
、
そ
う
思
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
両
親
や
先
生
方
、
友
達
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
自
分
の
意
思
を
貫
い
て
数
々
の
こ

と
に
挑
戦
し
、
全
う
し
て
き
た
か
ら
だ
と

思
う
。

私
は
入
学
時
か
ら
特
進
コ
ー
ス
に
所
属

  
　
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　 
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉
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し
な
が
ら
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
し
、

仲
間
と
毎
日
切
磋
琢
磨
し
あ
っ
て
き
た
。

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
勉
強
も
難
し
く

な
り
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
模
試
の
点
数

は
離
れ
て
い
く
一
方
。
さ
ら
に
、
は
じ
め

は
部
内
に
複
数
い
た
他
大
学
を
目
指
す
友

達
も
や
め
て
し
ま
い
、
受
験
に
対
す
る
焦

燥
感
に
駆
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
私
は
最
後

ま
で
続
け
る
こ
と
を
決
心
し
、
引
退
ま
で

部
活
動
に
全
力
を
注
い
だ
。
部
活
動
で
の

思
い
出
は
私
の
宝
で
あ
り
、
二
年
半
で
身

に
つ
け
た
自
信
は
引
退
後
の
受
験
勉
強
に

も
大
い
に
役
立
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
大
学
入
試
。
受
か
る
見
込
み
な

ど
全
然
な
か
っ
た
が
、
第
一
志
望
に
こ
だ

わ
り
最
後
ま
で
や
り
通
し
た
。
合
格
通
知

を
見
た
と
き
の
感
情
は
お
そ
ら
く
こ
の
先

も
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。
私
に
挑
戦
す
る
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
周
り
の
人
た
ち
に
感

謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
選
択
を
し
て
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
表
題
の
初
志
貫
徹
は
、
最
初
に
決

め
た
志
を
最
後
ま
で
貫
く
と
い
う
意
味

だ
。
自
分
の
心
に
正
直
に
、
そ
し
て
諦
め

ず
に
努
力
し
続
け
れ
ば
必
ず
結
果
は
つ
い

て
き
て
く
れ
る
と
思
う
。
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
先
ど
ん
な
選
択
を
し
よ
う
と
、
自
分

の
選
ん
だ
道
を
信
じ
、
そ
れ
が
正
し
い
道

と
な
る
よ
う
努
力
を
惜
し
ま
ず
続
け
て
い

き
た
い
。

進
学
先
：
上
智
大
学
法
学
部

　
　
　
　
地
球
環
境
法
学
科

三
年
Ｉ
組　

勝
又　

温
史（
狛
江
二
中
）

「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
ま
す
。」
入
学

当
初
、
萩
生
田
監
督
と
の
面
談
で
言
っ
た

こ
と
が
現
実
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
私
が
大
き
な
夢
を
こ
の

三
年
間
で
掴
む
ん
だ
と
、
が
む
し
ゃ
ら
に

野
球
を
や
り
続
け
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
の
三
年
間
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
式

戦
で
は
な
か
な
か
ス
ト
ラ
イ
ク
が
入
ら

ず
、
試
合
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
に
エ
ー
ス
ナ
ン
バ
ー

を
奪
わ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
大
事
な

大
会
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
た
れ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
野
球
の
み
な
ら
ず
学
校

生
活
に
お
い
て
は
、先
生
に
𠮟
ら
れ
た
り
、

友
達
と
意
見
が
合
わ
ず
口
喧
嘩
を
し
て
、

「
ご
め
ん
ね
。」
の
一
言
が
な
か
な
か
言
え

な
か
っ
た
り
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ユ
メ
タ
ン
（
英
語
の
単
語
帳
）
の

小
テ
ス
ト
で
な
か
な
か
合
格
点
を
取
れ
な

く
て
、
英
語
の
補
習
に
お
世
話
に
な
っ
た

事
も
あ
り
ま
し
た
。
ユ
メ
タ
ン
に
関
し
て

は
学
校
生
活
の
中
で
も
な
か
な
か
の
強
敵

で
、
日
大
三
高
よ
り
も
強
い
敵
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
上
手
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
後
悔
は

一
度
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
た
く
さ
ん

の
失
敗
を
し
た
か
ら
こ
そ
人
よ
り
も
色
々

な
こ
と
を
知
れ
た
り
、
経
験
し
た
り
、
感

じ
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。そ
れ
を
私
に
く
れ
た
ク
ラ
ス
の
仲
間
、

学
校
の
仲
間
、
先
生
方
、
学
校
関
係
者
の

方
々
、
指
導
者
の
方
々
、
そ
し
て
、
な
に

よ
り
も
思
い
出
が
あ
る
三
年
間
を
一
緒
に

戦
っ
た
野
球
部
の
仲
間
、
私
に
携
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
全
員
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
ま
は
寮
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
一
時
間
目
か
ら
六
時
間
目
ま
で

野
球
の
授
業
で
す
。
そ
ん
な
私
に
は
ま
た

新
た
な
夢
が
出
来
ま
し
た
。「
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
に
な
り
ま
す
。」
ま
だ
ま
だ
右

も
左
も
分
か
ら
な
い
自
分
で
す
が
、
こ
の

夢
を
必
ず
掴
む
と
い
う
気
持
ち
だ
け
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
共
に

切
磋
琢
磨
し
あ
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
二
〇
一
八
年
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
に

お
き
ま
し
て
、
本
校
三
年
生
の
勝
又
温
史
が
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
か
ら

指
名
を
受
け
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い

き
ま
す
。

勝又温史君、横浜DeNAベイスターズ入団へ！
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平成30年度AO・公募推薦入試合格者報告会　進路指導部　葛西　香緒

１月２６日（土）１３：３０より、図書館２階多目的ホールにおいて
ＡＯ・公募推薦入試合格者報告会を実施しました。７名の報告者
を予定していましたが１名がインフルエンザのため欠席となり、
６名の３年生に合格体験談を語ってもらう形となりました。１名
につき１０分程度で、事前に作成してもらった資料をもとに、入試
概要、志望動機、努力したこと、失敗談、小論文や面接等への対策、
後輩へのアドバイス等を様々な観点からまとめて発表してもらい
ました。３年生の中には「自分自身もこの報告会で先輩たちから
教えて頂き、刺激を受けたから」と語る者もおり、それぞれが後
輩への思いを込めて一生懸命話をしてくれました。

小林　理沙子
　杏林大学
　保健学部 看護学科（公募）
◦看護師になるための勉強や国家試験のための勉強は看護系の大
学ならどこでもできるから、キャンパスの雰囲気や施設など大
学の特色をよく見て決めると良い。
◦対策は進路指導室にある受験報告書を参考にした。
◦学校での「志望理由書講座」や「小論文講座」はしっかりと聞き、
準備は早くから始めるべき。
◦部活動を最後まで頑張ったことは受験勉強においても意味が
あった。
◦部活動の後にもコツコツ短時間でもやっていたことは、そのと
きは大変だったが、そこで頑張ったからこそ結果が出たと思う。
◦英検等は「勉強もしっかりと取り組んできた」という証明にな
るものだから、とっておいた方が良い。

河井　美咲
　明治大学
　農学部 食料環境政策学科（ＡＯ）
◦書類審査は国語の先生に相談、添削してもらった。
◦面接は１対１３名程度（教授全員）だったため非常に緊張した上
に、たくさんの質問をされた。事前にしっかりと面接形態を調
べて対策・練習をした方が良い。

◦小論文は学校の講座を受けて対策をした。
◦インターネット等でもさまざまな文献を見た方が良く、新聞で
も興味のあるものや関係のあるものは見ておくと良い。

◦ＡＯで勝負をするというよりは、「選択肢を増やす挑戦」とい
う気持ちで受験を考えた。それだけでも視野が広がって、私は
良かった。

川上　菜菜
　慶應義塾大学
　環境情報学部 環境情報学科（ＡＯ）
◦インフルエンザのため発表できず、資料のみ紹介。
◦ＳＦＣに少しでも興味がある人は、自分の今までの人生を振り
返って、興味のあること・大学で学びたいものを書き出すとこ
ろから始めてみてください。

野上　歩海
　日本大学
　文理学部 体育学科（ＡＯ）
◦ほとんど毎日部活動をやっていたが、大学に行ってもスポーツ
に携わりたいという気持ちから受験を決意し、保健体育科の先
生に相談をした。

◦基礎学力到達度テストの勉強時期にＡＯ入試の時期が重なるの
で、基礎学力到達度テスト対策は早めに始めた方が良い。

◦体育学科に進学した先輩に直接特色を聞いたり、オープンキャ
ンパスに行って聞いた話をメモに残しておいたりしたことが役

に立った。
◦体育学科に限らず、興味がある学科のＨＰ等は早いうちから見
ておいた方が様々な対策を考えられる。

西野　結芽
　上智大学
　総合人間科学部 心理学科（公募）
◦チャンスを増やすために公募での受験を決意したが、その時期
も始めた時期も遅く、書類作成に時間を費やし過ぎてしまった
のが失敗だった。早い時期にしっかりと考え準備を始めること
が大切。
◦人に胸を張って言えることを学校生活で作ることが大切。
◦嘘はダメだが誇張は良い。自分が何を頑張ったかを明確に言葉
にできるようにしておくこと。
◦「なぜ日大ではないのか」という自分の強い意志を伝えられる
考えをしっかりと持てるようにする。
◦自己推薦書などを書いているうちに自分の意志が着実に明確に
なった。何度も書く。
◦小論文の練習はただ書くだけでなく、書いたものを必ず添削を
してもらう。
◦メンタルが大事。「ＡＯや公募は落ちても多数派で、落ちる可
能性の方が高い」という気持ちを持って、決してネガティブに
ならないように。

大野　凜子
　日本大学
　芸術学部 文芸学科（ＡＯ）
◦学科によって異なるが、試験内容は学科の特徴らしい内容が出
る。
◦試験も面接も緊張するが、芸術学部だからこそ自分らしさを大
切に、リラックスして挑むことが大事。
◦作家になりたいという受験生が多い中で「編集の仕事に就きた
い」というアピールは効果があったと思う。
◦日々の中で文章に多く触れることが大切な準備になる。
◦「これが好きだ」と思うことには確信と絶対的な自信を持つこと。
◦準備は早い方がいい。先生に添削をしてもらう時間も多くとれ
るし、入試の内容は早く調べておく。
◦学校を何回でも見に行く。それだけでも他人とは異なる自信に
なってくる。
◦芸術学部は「個性」と「独自性」。日々の中でどれだけその分
野に関わるかが自信につながる。

隅田川　愛花
　上智大学
　法学部 地球環境法学科（公募）
◦圧迫面接だとしても、しっかりと対策をとっておけば大丈夫。
◦レポートや自己推薦書に関しては小山先生と矢口先生にお世話
になった。毎日見てもらって書き直した数は１６０枚くらい。やっ
た分だけ自信にもつながるし、それだけ見てくれる先生は鶴高
にしかいない。
◦新聞の記事や興味のあったことはノートにまとめた。２冊分に
なった。
◦練習したらその分だけ小論文はできるようになる。
◦コツコツとやってこなかった自分が悪いが、夏からの勉強は本
当に必死にやった。
◦ボランティアや委員会活動は強みになるからやった方が良い。
◦今頃授業の大切さを感じている。公募にも受験勉強にも授業で
やってきたことは本当に大事なことだった。

以上、６名の報告にしっかりと耳を傾け、真剣にメモをとって
いる１・２年生の様子や表情は非常に印象的でした。報告会自体
は１時間程度で終了しましたが、終わった後に３年生のところに
直接質問に行く１・２年生が多く、またそれに優しく丁寧に対応
している３年生の姿がありました。来場者からは「分かりやすく、
ためになった。とても参考になった」「話を聞いて受験への意識
が変わった」「日々の努力でどこまでも目指すことができるのだ
と、心から頑張ろうと思うことができた」「自分の自信のなかっ
た考えに少し自信が持てた」「また個人的に質問に行きたい」など、
意欲溢れる声が多く聞こえてきました。再来年には受験形態も大
きな変化を迎えますが、自己の進路を前向きに考え積極的に行動
する生徒が増えること、また、この合格に多くの後輩たちが続い
てくれることを期待しています。
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体
技
心

～
心
を
磨
い
て
自
律
を
養
え
～

　
第
三
学
年
主
任

　
　
賀
来
　
義
蘭

こ
れ
は
彼
の
机
、
あ
れ
は
彼
女
の
椅
子
、
と
ひ
と
目

で
わ
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
ど
れ
も
全
く
同
じ
見
た
目

の
机
と
椅
子
に
戻
っ
て
い
く
。
朝
日
と
笑
顔
と
笑
い
声

に
溢
れ
て
い
た
教
室
は
、
い
つ
の
間
に
か
西
日
の
差
す

誰
も
い
な
い
部
屋
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
人
間
の
持
つ

感
性
が
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
失
っ
て
か

ら
そ
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
よ
う
な
感
性
を
与
え
た
神

と
い
う
も
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
意
地
悪
な
存
在
で
は
な

い
か
と
近
頃
思
い
ま
す
。

も
う
間
も
無
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
み
な
さ
ん
と

の
三
年
間
を
振
り
返
る
時
、
必
ず
思
い
出
す
の
が
入
学

式
で
保
護
者
の
方
々
に
も
伝
え
た
「
三
年
間
毎
日
元
気

に
学
校
に
来
よ
う
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

み
な
さ
ん
は
「
心
技
体
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
精
神
力
・
技
術
力
・
体
力
の
調
和
を

大
切
に
、と
か
「
心
技
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
た
時
、

良
い
結
果
が
得
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
認
識
や
使
い
方
が

一
般
的
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉
に
関
し
て
や
や
興
味

深
い
の
は
、
明
治
時
代
の
古
木
源
之
助
と
い
う
人
が
、

「
ま
ず
身
体
の
発
育
を
促
し
、
身
体
が
成
育
し
て
初
め

て
高
度
な
技
が
練
れ
る
よ
う
に
な
る
。
様
々
な
技
を
体

得
し
勝
負
に
勝
っ
た
り
負
け
た
り
す
る
内
に
、
勝
負
を

超
越
し
た
理
想
的
な
精
神
が
育
ま
れ
る
。」
と
い
っ
た

趣
旨
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
順
番

で
言
う
と
「
体
技
心
」
と
な
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
確

か
に
小
学
校
低
学
年
に
時
速
一
五
〇
㎞
の
ス
ト
レ
ー
ト

を
投
げ
ろ
と
か
、
一
〇
〇
ｍ
を
一
二
秒
、
一
三
秒
で
走

れ
と
言
っ
て
も
無
理
で
し
ょ
う
。
ま
ず
で
き
る
範
囲
で

身
体
を
健
や
か
に
成
長
さ
せ
、鍛
え
る
の
が
先
決
で
す
。

こ
の
考
え
方
を
数
年
前
に
知
っ
た
私
は
、
み
な
さ
ん

が
入
学
し
た
時
に
こ
れ
を
伝
え
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

部
活
動
の
厳
し
い
練
習
も
、
孤
独
な
学
校
の
勉
強
も
、

健
康
な
身
体
と
体
力
が
不
可
欠
で
す
。
休
ま
な
い
、
遅

刻
・
早
退
を
し
な
い
、
健
康
管
理
を
心
が
け
る
な
ど
、

み
な
さ
ん
は
三
年
間
実
践
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
次

に
、
健
康
で
丈
夫
な
身
体
が
育
ま
れ
た
上
で
、
勉
強
や

部
活
動
に
の
め
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
年
生
に

な
っ
て
か
ら
は
学
習
に
せ
よ
運
動
に
せ
よ
、「
地
味
に

コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
れ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
の
寓
話
は
ま
さ
に
そ
れ
で
、
こ
の

学
年
で
も
普
段
か
ら
何
も
し
て
い
な
い
者
と
、
地
道
に

何
か
を
積
み
上
げ
続
け
て
い
た
者
と
で
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
三

年
生
に
な
っ
て
、
夏
に
野
球
部
が
西
東
京
大
会
で
躍
進

し
た
こ
と
や
、
秋
に
進
路
・
進
学
で
第
一
希
望
を
勝
ち

取
れ
た
か
ど
う
か
、
に
も
表
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

身
体
と
技
術
が
磨
か
れ
て
い
く
と
、
い
よ
い
よ
心
が

磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
他
人

の
こ
と
、
全
体
の
こ
と
に
目
や
心
を
配
り
、
望
ま
し
い

行
動
の
取
れ
る
理
想
的
な
精
神
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

無
理
矢
理
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
「
大
人
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
三
年
間
で
身
体
は
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
身
体
に
内
的
充
実
は

伴
っ
て
い
ま
す
か
？
い
ま
だ
に
毎
日
の
よ
う
に
寝
坊
し

た
り
体
調
を
崩
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
何
度
も
定

期
試
験
を
受
け
、
基
礎
学
力
到
達
度
テ
ス
ト
で
も
良
い

成
績
を
お
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
学
習
内

容
は
定
着
し
て
い
ま
す
か
？
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま

だ
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ま
す
か
？
そ
れ
が
不
十
分
な

人
、ま
だ
時
間
は
あ
り
ま
す
。
も
う
一
度「
体
」や「
技
」

に
立
ち
か
え
っ
て
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
残
念
な
が
ら
ま

だ
不
十
分
な
人
は
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

僕
は
大
丈
夫
、
私
は
大
丈
夫
と
い
う
人
、
今
度
は
心

を
磨
く
番
で
す
。
今
ま
で
み
な
さ
ん
は
板
書
を
ノ
ー
ト

に
写
す
、
宿
題
を
出
す
、
掃
除
を
す
る
、
教
え
ら
れ
た

試
験
範
囲
を
勉
強
す
る
と
い
っ
た
、
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
こ
な
す
毎
日
で
し
た
。
そ
れ
さ
え
こ
な
し
て
い
れ
ば

無
難
に
過
ご
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

は
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
何

を
し
て
は
い
け
な
い
の
か
、
自
分
で
目
的
を
立
て
、
そ

の
達
成
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
目
標
や
課
題
を
自
分
で

自
分
に
課
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
精
神

を
自
律
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
人
に
な
っ

て
い
く
み
な
さ
ん
は
、
自
由
・
自
主
・
自
立
と
と
も
に

自
律
の
精
神
を
養
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

毎
朝
寝
坊
し
な
い
で
自
分
が
決
め
た
時
刻
に
起
き
ら

れ
ま
す
か
？
課
題
の
期
日
を
ち
ゃ
ん
と
守
れ
ま
す
か
？

人
が
話
を
し
て
い
る
時
、
静
か
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
か
？
他
人
や
他
人
の
物
を
大
切
に
思
う
こ
と
は
で
き

ま
す
か
？
自
分
の
こ
と
よ
り
も
人
の
こ
と
全
体
の
こ
と

を
尊
重
し
、
物
事
の
優
先
順
位
を
つ
け
ら
れ
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
の
数
年
間
は
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
が
無
い

ほ
ど
の
自
由
が
手
に
入
り
ま
す
。
そ
の
自
由
の
中
で
ど

れ
だ
け
自
律
の
精
神
を
養
え
る
か
、
み
な
さ
ん
の
真
価

は
こ
れ
か
ら
問
わ
れ
ま
す
。
四
年
後
、
五
年
後
、「
心
」

を
さ
ら
に
磨
い
た
み
な
さ
ん
に
再
会
で
き
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

第
二
学
年
の
歩
み

　
第
二
学
年
主
任

　
　
伊
沢
　
康
子
　

第
二
学
年
に
進
級
し
て
、
生
徒
に
言
っ
た
言
葉
が
あ

る
。「
先
輩
に
な
る
」
と
い
う
事
だ
。
生
徒
た
ち
は
半

分
心
配
顔
で
、
し
か
し
自
覚
を
持
と
う
と
い
う
決
意
が

見
え
た
。
立
場
が
人
を
育
て
る
と
も
言
う
が
、
生
徒
た

ち
は
努
力
し
、
成
長
し
た
。
そ
し
て
、
頼
れ
る
所
も
出

て
き
た
二
年
生
が
終
わ
る
。

思
え
ば
、
十
月
の
修
学
旅
行
に
向
け
て
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
マ
ナ
ー
」「
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
教
室
」「
事
後
学
習
の
シ
ー
ト
」

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
朝
日
」。
生
徒
た
ち
は
ど
れ
に
も
正

面
か
ら
受
け
止
め
、
目
に
見
え
な
い
上
、
答
え
の
な
い

何
か
を
考
え
て
く
れ
た
。

修
学
旅
行
へ
行
く
前
の
九
月
、
学
校
交
流
時
の
英
会

話
を
含
め
て
、
教
員
側
と
し
て
は
心
配
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
か
く
い
う
私
も
毎
朝
、
担
任
の
先
生
方
に
生
徒
の

様
子
に
つ
い
て
心
配
の
声
を
か
け
続
け
る
程
で
あ
っ

た
。し
か
し
交
流
時
の
生
徒
た
ち
は
頼
も
し
い
限
り
で
、

胸
を
な
で
お
ろ
す
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
生
徒

に
任
せ
て
み
よ
う
と
決
意
し
た
。
ま
た
、
修
学
旅
行
全

般
を
通
し
て
、
現
状
を
把
握
し
、
集
団
行
動
に
協
力
を

し
て
く
れ
た
生
徒
も
多
い
。
そ
れ
こ
そ
主
体
的
な
行
動

で
、
派
手
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
堅
実
な

人
と
い
え
る
人
物
に
成
長
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
素

直
さ
や
気
遣
い
の
あ
る
生
徒
を
肌
で
感
じ
ら
れ
た
行
事

に
な
っ
た
。

生
徒
が
大
賞
を
い
た
だ
い
た
俳
句
に
「
わ
け
の
わ
か

ら
ぬ
達
成
感
」
と
あ
る
が
、
学
年
と
し
て
は
、
得
ら
れ

た
こ
と
が
多
い
一
年
間
で
あ
っ
た
。
修
学
旅
行
の
事
後

学
習
と
し
て「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
テ
ー
マ
設
定
を
考
え
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作

り
な
が
ら
、
生
徒
は
こ
の
よ
う
な
難
し
い
こ
と
に
取
り

組
め
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
を
し
て
い
た
が
、
な
か
な

か
興
味
深
い
こ
と
を
書
い
て
く
る
。
こ
こ
で
も
生
徒
は

私
の
予
想
を
越
え
、そ
の
能
力
を
発
揮
し
て
い
た
。「
わ

け
の
わ
か
ら
ぬ
達
成
感
」で
は
な
く
、一
生
懸
命
に
や
っ

た
結
果
の
達
成
感
が
大
事
だ
と
生
徒
は
知
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

も
う
す
ぐ
三
年
生
。
勉
強
の
事
、
進
路
の
事
、
そ
し

て
高
校
生
活
最
後
の
部
活
動
の
事
。
新
た
に
様
々
な
難

題
が
待
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
着
実
に
成

長
し
て
お
り
、
最
後
に
は
自
分
の
道
を
切
り
開
い
て
い

く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
来
る
第
三
学
年
は
希
望
を

抱
く
一
年
と
し
て
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

学
年
レ
ポ
ー
ト

　
平
成
30
年
度
こ
の
一
年
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一
学
年
の
振
り
返
り

　
第
一
学
年
主
任

　
　
田
口
　
裕
基

ま
だ
学
年
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
第
一
学
年
の
こ
こ

ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

□
学
年
目
標
《
文
武
両
道
の
確
立
》

◇
平
成
三
〇
年
四
月
の
月
間
目
標
《
通
学
環
境
の
変
化

に
慣
れ
よ
う
！
》

四
月
五
日
・
入
学
式　

天
候　

曇
り
後
小
雨

私
は
早
起
き
で
あ
る
。
毎
朝
三
時
二
〇
分
に
起
き
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
こ
の
日
は
寝

坊
し
て
起
き
た
ら
五
時
一
五
分
。
で
も
い
つ
も
家
を
出

る
の
が
五
時
五
〇
分
な
の
で
、
学
校
に
は
通
常
通
り
、

七
時
前
に
は
到
着
し
た
。

そ
ん
な
波
乱
含
み
で
ス
タ
ー
ト
し
た
私
に
と
っ
て
の

四
月
五
日
。
桜
も
葉
桜
で
せ
め
て
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

も
ら
お
う
と
三
月
の
満
開
時
に
蔦
原
先
生
に
お
願
い
し

て
撮
影
し
て
も
ら
っ
た
桜
の
写
真
を
教
室
の
廊
下
に
貼

り
ま
く
っ
た
。

さ
て
、
現
在
、
世
界
の
七
割
の
国
が
九
月
入
学
を
実

施
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
明
治
初
期
に
会
計
年
度
と

し
て
四
月
が
年
度
始
め
と
し
て
定
め
ら
れ
、
予
算
の
関

係
上
、
そ
れ
に
呼
応
し
四
月
入
学
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
秋
の
米
の
収
穫
後
、
そ
れ

を
現
金
化
し
納
税
し
て
い
た
の
で
会
計
年
度
が
一
月
だ

と
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
、
四
月
に
な
っ
た
と
か
、

当
時
の
大
英
帝
国
の
会
計
年
度
が
四
月
始
ま
り
で
そ
れ

に
合
わ
せ
た
と
か
言
わ
れ
て
い
る
。

起
源
は
な
ん
で
あ
れ
、
桜
咲
く
四
月
に
新
入
生
を
迎

い
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
気
分
最
高
で
あ
る
。
鶴
高

に
入
っ
て
良
か
っ
た
、
と
思
っ
て
三
年
後
に
卒
業
さ
せ

た
い
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

四
月
一
二
日
～
一
四
日
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

鶴
報
第
二
三
五
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
〇
日
）
の

拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
し
。

◇
平
成
三
〇
年
五
月
の
月
間
目
標《
最
初
の
定
期
試
験
、

赤
点
０
人
の
達
成
！
》

◇
平
成
三
〇
年
六
月
の
月
間
目
標
《
学
業
、
部
活
、
文

化
祭
。
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
学
校
生
活
！
》

六
月
九
日
・
校
内
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
が
全
員
一
年
生
で
九
名
の
み
、
と
い
う
少
数

精
鋭
な
？
争
い
と
な
っ
た
が
、
そ
ん
な
中
、
一
位
が
Ｊ

組
の
菊
池
結
月
、
二
位
が
Ｍ
組
の
橘
明
日
香
、
三
位
が

Ｄ
組
の
志
村
夏
実
と
い
う
結
果
に
。
本
年
度
の
参
加
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
二
年
生
で
は
さ
ら
に
多
く
の
生

徒
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。
英
語
四
技
能
を
高
め
る

上
で
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
挑
戦
は
も
っ
と
も

近
道
で
あ
る
。

六
月
一
六
日
・
高
大
連
携
教
育
（　

）
内
は
引
率
教

員
。
敬
称
略
。

昨
年
度
ま
で
の
三
年
間
は
三
学
部
で
の
実
施
だ
っ
た

が
、
本
年
度
か
ら
一
気
に
八
学
部
に
増
え
た
。
学
部
選

択
は
生
徒
の
希
望
を
優
先
し
た
。
内
訳
は
法
学
部
七
八

名
（
中
川
・
片
桐
）、
経
済
学
部
九
六
名
（
谷
口
・
蔦
原
・

近
藤
）、芸
術
学
部
四
九
名
（
新
藤
教
頭
・
千
葉
・
酒
匂
）、

危
機
管
理
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
四
七
名
（
松
井
教

務
主
任
・
津
田
・
高
部
・
徳
田
）、
理
工
学
部
八
〇
名
（
土

橋
・
寺
島
）、
医
学
部
四
二
名
（
斎
藤
裕
・
谷
）、
生
物

資
源
科
学
部
九
九
名
（
田
口
・
小
山
・
冨
田
）
だ
っ
た
。

私
は
生
物
資
源
科
学
部
の
引
率
を
担
当
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
学
部
側
に
も
様
々
な

工
夫
を
重
ね
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
実
施
側
、
受

講
側
共
に
満
足
度
の
高
い
結
果
に
な
っ
た
。

六
月
二
三
日
、
二
四
日
・
鶴
ヶ
丘
祭

入
学
し
て
か
ら
三
か
月
足
ら
ず
で
各
ク
ラ
ス
と
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
展
示
や
劇
を
披
露
し
、
結
果
、
Ｅ
組
が

最
優
秀
賞
、
Ｆ
組
が
優
秀
賞
を
獲
得
。
こ
ち
ら
も
本
年

度
の
経
験
を
活
か
し
、
次
年
度
は
さ
ら
に
お
客
さ
ん

フ
ァ
ー
ス
ト
の
精
神
で
充
実
し
た
展
示
・
発
表
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

◇
平
成
三
〇
年
七
月
の
月
間
目
標
《
ガ
ッ
ツ
リ
期
末
試

験
、
キ
ッ
チ
リ
一
学
期
振
り
返
り
、
ス
ッ
キ
リ
夏
休

み
！
》

七
月
四
日
・
第
一
回
学
年
集
会

内
容
①
学
年
主
任
挨
拶
、
②「Self	e-portfolio

の
す

す
め
と
花
に
は
水
をiPad

に
は
愛
を
！
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
任　

近
藤
明
宏
、
③「
あ
る
付

属
生
が
他
大
受
験
に
挑
ん
だ
理
由
」
Ｍ
組
担
任
・
英

語
科　

冨
田
俊
、
④「
ト
ビ
タ
テ
！
鶴
高
生
！
」
平
成

二
九
年
度
卒
業
生　

船
田
美
咲

◇
平
成
三
〇
年
九
月
の
月
間
目
標
《
夏
休
み
に
充
電
し

た
成
果
を
発
揮
し
よ
う
！
》

九
月
二
六
日
・
第
一
回
お
掃
除
選
手
権
大
会
（
基
礎

学
力
テ
ス
ト
準
備
）

第
一
位
・
Ｌ
組　

一
一
〇
点
、
第
二
位
・
Ａ
組　

一
〇
〇
点
、
第
三
位
・
Ｅ
組　

九
〇
点
、
学
年
平
均
点

七
四
・
六
点

◇
平
成
三
〇
年
一
〇
月
の
月
間
目
標
《
＋
四
七
七
七
運

動
～
帰
宅
後
か
ら
就
寝
ま
で
の
時
間
の
使
い
方
を
見
直

そ
う
～
》

一
〇
月
二
日
・
水
泳
大
会

一
年
生
が
大
活
躍
！
男
子
が
ク
ロ
ー
ル
で
Ｉ
組
の
青

柳
一
樹
、
平
泳
ぎ
で
Ｅ
組
の
清
水
遥
希
、
女
子
が
バ
タ

フ
ラ
イ
で
Ｌ
組
の
橋
本
夏
実
の
三
名
が
個
人
総
合
で
優

勝
、
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
で
は
男
子
は
Ｉ
組
が
三
位
、

Ａ
組
が
七
位
入
賞
、
女
子
は
Ｌ
組
が
優
勝
、
Ｈ
組
が
三

位
、
Ｃ
組
が
四
位
、
Ｇ
組
が
六
位
、
Ｂ
組
が
八
位
入
賞

を
し
た
。
そ
し
て
総
合
成
績
で
も
Ａ
組
が
四
位
、
Ｌ
組

が
五
位
、
Ｈ
組
が
六
位
、
Ｉ
組
が
七
位
と
賞
状
を
ほ
ぼ

独
占
し
た
。

一
〇
月
一
〇
日
・
第
二
回
学
年
集
会

内
容
①
学
年
主
任
挨
拶
、
②
第
１
回
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
え
い

た
ん
ご
こ
ん
て
す
と
）
表
彰
式
、
③「
あ
る
高
校
球
児

の
進
路
選
択
の
話
」
Ｇ
組
担
任
・
数
学
科　

寺
島
伊
織
、

④「
一
番
の
宝
物
を
捨
て
よ
う
！
～
紆
余
曲
折
人
生
～
」

Ｃ
組
担
任
・
国
語
科　

酒
匂
守
夫

一
〇
月
三
一
日
・
第
三
回
学
年
集
会

内
容
①
学
年
主
任
挨
拶
、
②「
カ
コ
か
ら
ミ
ラ
イ
へ

～
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
～
」
平
成

二
六
年
度
卒
業
生　

豊
島
佳
子
、
③
修
学
旅
行
下
見
報

告　

Ｆ
組
担
任
・
英
語
科　

蔦
原
玲
、
Ｌ
組
担
任
・
理

科　

齊
藤
裕
子

◇
平
成
三
〇
年
一
一
月
の
月
間
目
標
《
文
理
選
択
、
決

め
た
人
は
再
確
認
、
迷
っ
て
い
る
人
は
と
り
あ
え
ず
》

一
一
月
一
四
日
・
第
四
回
学
年
集
会

内
容
①
学
年
主
任
挨
拶
、
②「
希
望
の
進
路
実
現
に

向
け
て
～
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
振
り
返
り

～
」
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

村
上

志
穂
氏

◇
平
成
三
〇
年
一
二
月
の
月
間
目
標
《
期
末
を
が
ん
ば

り
、
模
試
を
振
り
返
り
、M

erry	Christm
as!

》

一
二
月
五
日
・
第
五
回
学
年
集
会

内
容
①
開
会
の
言
葉
・
審
査
委
員
紹
介　

田
口
裕
基
、

②
修
学
旅
行
仮
想
自
主
研
修
行
程
表
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン　

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
、
③
講
評
・
閉
会
の

言
葉　

株
式
会
社
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト　

松
野
忠
之

氏
校
長
賞
（
第
一
位
）・
Ｈ
組　

あ
き
わ
、
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｒ

Ｇ
Ｅ
賞
（
第
二
位
）・
Ｊ
組　

モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル
ズ
、

近
畿
ツ
ー
リ
ス
ト
賞
（
第
三
位
）・
Ｆ
組　

Ｆ
３

◇
平
成
三
一
年
一
月
の
月
間
目
標
《
部
活
と
学
業
の
バ

ラ
ン
ス
を
今
一
度
、
見
直
し
て
み
よ
う
！
》

一
月
二
一
日
・
第
二
回
お
掃
除
選
手
権
大
会
（
推
薦

入
試
準
備
）

第
一
位
・
Ｌ
組　

一
一
〇
点
、
第
二
位
・
Ｅ
組　

一
〇
〇
点
、
第
三
位
・
Ａ
組　

九
〇
点
、
学
年
平
均
点

七
一
・
五
点

◇
平
成
三
一
年
二
月
の
月
間
目
標
《
学
び
の
総
決
算
の

つ
も
り
で
授
業
を
受
け
る
！
》

こ
れ
か
ら
、
芸
術
鑑
賞
会
、
三
年
生
を
送
る
会
、
そ

し
て
学
年
末
試
験
と
行
事
は
続
く
。

一
、「
は
い
」
と
い
う
素
直
な
心

一
、「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
反
省
の
心

一
、「
お
か
げ
さ
ま
」
と
い
う
謙
虚
な
心

一
、「
私
が
し
ま
す
」
と
い
う
奉
仕
の
心

一
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
心

こ
れ
ら
の
日
常
の
五
心
を
常
に
胸
に
刻
み
つ
つ
、
第

一
学
年
の
残
り
の
時
間
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

平
成
三
一
年
一
月
三
〇
日　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負

け
て
病
床
に
て
記
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
時
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第２学年カナダ修学旅行報告
修学旅行担当：加藤　寛典

平成３０年１０月２１日（日）～ ２６日（金）（先発班）、１０月２２日（月）～ ２7日（土）（後発班）にカナ
ダ・バンクーバーでの修学旅行が実施されました。海外での修学旅行は２０年以上の歴史になります
が、時代に合わせて内容を少しずつ変えています。３年前からは学校交流を取りいれました。では、
初日から振り返っていきましょう。
初日は夕方に成田空港を出発し、現地時間の昼前にバンクーバーに到着しました。英語での入国
審査に生徒は緊張したようです。昼食はロンズデール・キーやグランビルアイランドで食べました。
ファーストフードなどで各自が購入したので、言葉の壁や馴染みのない方法に戸惑った生徒もいま
した。その後、ライオンズゲートブリッジ、スタンレーパークなどを見学しました。
２日目は学校交流の日です。１～２クラスで現地の学校を訪問しました。到着後はウェルカム・
セレモニーが催され、本校生徒・教員による英語でのスピーチも行われました。セレモニーの最後
にはバディとのマッチングです。バディとは鶴高生をサポートしてくれる現地校の生徒です。その
後、バディに学校の案内をしてもらい、バディの授業を受け、バディと昼食を取りました。午後は
文化交流の時間です。渡航前に日本の遊びなどを準備しました。また、２０２０年に東京オリンピック
が開催されるので、障がい者スポーツの「ボッチャ」も文化交流に取りいれました。英語での説明
に苦労をしながらも、現地校生徒に楽しんでもらおうと試行錯誤していました。学校交流の後は地
元スーパーでの買い物です。陳列の仕方や商品の大きさなど、日本との違いを感じたようです。ちょ
うどハロウィーンの時期でしたので、子供に配るためのお菓子もたくさんありました。
３日目はカーリング体験、リッチモンド・オリンピックオーバルでのスポーツ体験、UBC訪問
の日でした。カーリングは初めての生徒が多く、テレビで観ているよりずっと難しかったようで
す。１時間ほど経つと少しずつ慣れてきて、最後はチームに分かれて試合も行いました。リッチモ
ンド・オリンピックオーバルはバンクーバーオリンピックのスピードスケートの会場を体育館に改
装し、市民が利用できるようにしたものです。生徒は施設見学とオリンピック競技の体験をしまし
た。UBCはThe	University	of	British	Columbiaのことです。世界大学ランキング上位の大学です。
海外の大学の規模や雰囲気を肌で感じました。
４日目は自主研修に出かけました。今年はオプショナルツアーとして、キャピラノ吊り橋とカヤッ
ク体験の２つを設けました。後発はあいにくの雨でしたが、自然体験や都市の見学など充実した時
間を過ごせたようです。
５・６日目は帰国となります。アメリカとの国境にある「ピースアーチ州立公園」を訪問し、日
本にはない陸続きの国境を見学しました。その後は空港に向かい、成田空港で解散となりました。
この６日間、学校交流、オリンピック、学術、自然、都市など様々な分野の体験をしました。も
ちろん身の周りが英語という環境も生徒にとって新鮮だったと思います。例年、この修学旅行を通
して自分の生き方をより深く考えるようになったという生徒がいます。今年もそんな生徒が一人で
も多くいれば幸いです。
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初の海外旅行
２年B組　小林　佑輝（石神井東中）
僕は、初めての海外旅行でとても緊張していた。長時間の飛行機やお金の使い方について、とて
も不安だった。しかし、初めての海外で日本と全く違う街並みや自然が見られることや仲のいい友
達と共に行動することがとても楽しみで仕方なかった。
初日は集合時間の２時よりも３時間早く成田空港に到着し、探検をした。そこで学校交流のバ
ディへのお土産を買ったり昼食を済ませたりした。まだカナダに出発していないのに笑いが止まら
なかった。カナダに着いてバスから街並みを見たときに、日本とは全く違う景色や自然の美しさに
感動したのをよく覚えている。グランヴィルアイランドの景色が特にきれいで、心に残っている。
２日目の学校交流では最初はバディとうまく英語で会話ができるか心配だったが、相手がとても
優しく、たくさん会話をすることができた。２ショットを撮影し、連絡先を交換するほどまでに仲
良くなった。
３日目はスティーブストンで昼食をとり、美人の店員さんと写真を撮った。その後カーリング場
に行き、初めてのカーリングに挑戦した。初体験にも関わらず２時間では足りないくらい楽しむこ
とができた。
４日目は自主研修の日だった。スーパーではぐれてしまうハプニングもあったが、たくさんショッ
ピングをしたりおいしいものを食べたりすることができた。B組の騒がしさのおかげで、逆にいい
意味でこの修学旅行を一生の思い出にできたと思う。
バンクーバーはとてもいい場所だったし、４泊だけでは足りないと感じた。他の外国にもどんど
ん出かけ、長期の滞在をしてみたい。

カナダを知った修学旅行
２年D組　山本　凜花（谷本中）
修学旅行を終えて、私が一番に感じていることは、様々な人々を受け入れるカナダの多文化主義
の素晴らしさです。このことをカナダにいた５日間の様々な場面で実感することができました。
学校交流では、バディと会話ができるかな、と不安な気持ちでした。私のバディのKaylaは、一
つ年下なのに大人っぽくて話しやすい人でした。日本語を習ったばかりでKaylaも緊張していると
言っていました。私が英語を聞き取れなかったりわからなかったりすると丁寧に説明してくれて、
私の不安は消えていきました。日本文化紹介では「だるまさんがころんだ」を行いました。説明に
言葉が詰まってしまっても、現地の生徒が質問してくれて、私の言っていることをわかろうとして
くれていることが嬉しかったです。英語を使って会話をするのは予想以上に大変だったけれど、会
話ができたときの喜びは想像以上のものでした。
そして、自主研修ではカナダの日常にもっと触れることができました。日本と違って、信号がカ
ウントダウンをしていたり、道にゴミ箱が設置されていたり、新鮮なことばかりでした。私たちが
道に迷った時には、”Hi!”	と声をかけてくれるカナダの人々の優しさに感動しました。私がもし道
に迷っている外国の人を見ても、そんなことはできないな、と思います。
カナダにはアジア系の人もたくさんいて、移民を受け入れる国の奥深さを感じました。また国だ
けでなく国民も私たちの文化に興味を持ってくれました。私の将来への道がさらに広がった、初の
海外旅行となりました。
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芸
術
鑑
賞
会

平
成
三
十
一
年
二
月
七
日
、
川
崎
市
麻
生
市
民
館
・
大
ホ
ー
ル
に
て

芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
の
題
目
は
、「
寄
席
演
芸
」。
落
語

や
曲
芸
な
ど
の
日
本
の
古
典
芸
能
に
普
段
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

生
徒
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
初
め
て
の
寄
席
演
芸
鑑
賞
の
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
第
一
幕
】　
柳
家
　
小
ん
ぶ
（
落
語
）

　
　
　
　
　
江
戸
家
　
ま
ね
き
猫
（
動
物
も
の
ま
ね
）

【
第
二
幕
】　
鏡
味
　
正
二
郎
（
太
神
楽
）

　
　
　
　
　
古
今
亭
　
菊
之
丞
（
落
語
）

二
時
間
半
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
演
目
で
あ
っ
た
が
、
会

場
は
終
始
生
徒
た
ち
の
笑
い
声
や
驚
き
の
声
に
包
ま
れ
て
い
た
。
出
演

者
の
方
々
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
力
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
目

が
持
つ
歴
史
の
長
さ
・
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が
こ
の
日
本
と

い
う
国
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
か
ら
考
え
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

〈
生
徒
コ
メ
ン
ト
〉

一
年
Ｆ
組　

中
野　

遥
（
中
原
中
）

芸
術
鑑
賞
会
は
想
像
以
上
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
見
て
い
る

人
と
芸
人
さ
ん
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
芸
術
だ
っ
た
ら
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

静
か
に
し
て
い
る
必
要
が
な
く
、
笑
い
た
い
時
に
声
を
出
し
て
笑
っ
て
い
い
雰
囲
気
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
芸
人
さ
ん
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
な
ん
と
い
っ
て
も
印
象
に

残
っ
た
の
が
太
神
楽
の
鏡
味
正
二
郎
さ
ん
で
す
。
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
能
力
と
技
術
に
非
常
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
一
見
す
ぐ
に
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
で
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
見
守
る
時
や
、

手
を
離
し
て
も
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
た
時
な
ど
気
持
ち
の
変
化
が
大

き
く
て
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
芸
だ
け
で
な
く
話
し
方
も
面
白
く
、
全
て
誰
か
を

楽
し
ま
せ
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
芸
人
さ
ん
の
凄
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
と
い
う
言
葉
で
は
足
り
な
い
ほ
ど
練
習
を
し
な
い
と
き
っ
と
あ
ん
な
事
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

〈
異
動
（
転
入
）〉

大お
お
く
ま熊　

宏ひ
ろ
あ
き明　

事
務
課
主
任

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日
付
で
、
日
本
大
学
本
部
財
務
部
経
理
課
よ
り

本
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
慶
事
〉

葛
西　

香
緒
（
保
健
体
育
科
）

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
、
ご
結
婚
な
さ
い
ま
し
た
。
末
永
い
お
幸
せ
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
等
第
三
十
六
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式
、
及
び
懇
親
会
が
、
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
（
水
）
十
四
時
よ
り
、

日
本
大
学
会
館
大
講
堂
に
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
生
徒
た
ち
は
他
の
付
属
校
生
に
積
極
的
に
話
し
か
け
、
懇
親
会
で

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。自
由
な
発
想
の
も
と
、様
々

な
手
段
で
自
己
表
現
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
日
頃
か
ら

興
味
、
関
心
を
持
ち
、
ま
す
ま
す
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今
後
も
国
語
科
一
同
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

受
賞
者
の
み
な
さ
ま
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

俳
句
の
部

佳
作　

黒
田　

莉
早
（
１
Ｆ
・
菅
中
）

短
歌
の
部

入
選　

秋
元　

隼
和
（
１
Ｉ
・
西
高
津
中
）

佳
作　

赤
倉　

栞
莉
（
２
Ｆ
・
府
中
十
中
）

詩
の
部

入
選　

春
名　

美
和
（
２
Ｄ
・
生
田
中
）

佳
作　

豊
島　

心
子
（
１
Ｃ
・
荻
窪
中
）

佳
作　

田
中　

絢
菜
（
２
Ｇ
・
竪
川
中
）

第
三
十
六
回
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

広
報
室
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■水泳部
▽日本大学付属高等学校水泳競技大会（６/６東京辰
巳国際水泳場）　
女子１００ｍ　自由形　第９位
梶沼ななえ（３Ｅ・豊玉中）　
女子１００ｍ　背泳ぎ　第４位
　　内田　陽菜（３Ｇ・三鷹一中）　
　女子２００ｍ　バタフライ　第３位
　　土屋　美幸（３Ｉ・市川三中）　
　女子４００ｍ　個人メドレー　第７位
　　田中　里彩（３Ｃ・西池袋中）　
　女子４００ｍ　メドレーリレー　第６位
　　（内田・田中・土屋・梶沼）　
　女子４００ｍ　フリーリレー　第７位
　（内田・梶沼・土屋・田中）　
▽東京都高校春季水泳競技大会（６/９・１０東京辰巳
国際水泳場）　
　女子１００ｍ　自由形　第１６位
　　内田　陽菜　
　女子１００ｍ　自由形　第１９位
　　梶沼ななえ　
　女子２００ｍ　バタフライ　第７位
　　土屋　美幸　
　女子２００ｍ　個人メドレー　第１２位
　　田中　里彩　
　女子４００ｍ　メドレーリレー　第１３位
　（内田・梶沼・土屋・田中）　
▽東京都高等学校選手権大会水泳競技大会（６/２３・
２４東京辰巳国際水泳場）　
女子１００ｍ　バタフライ　第１５位
土屋　美幸
女子２００ｍ　バタフライ　第１２位
土屋　美幸
女子２００ｍ　自由形　第１６位
内田　陽菜
女子４００ｍ　個人メドレー　第９位
田中　里彩
女子４００ｍ　メドレーリレー　第１６位
　（内田・松下・土屋・梶沼）　
女子４００ｍ　フリーリレー　第１３位
　（内田・梶沼・土屋・田中）　
女子８００ｍ　フリーリレー　第１１位
　（内田・梶沼・土屋・田中）　
▽杉並区水泳競技大会（９/２和田堀公園プール）
総合第３位　女子
▽第九支部大会（９/１7日本大学鶴ヶ丘高校プール）
総合第２位　女子

■陸上競技部
▽第６９回全国高等学校男子駅伝競走大会東京都予選
会（１１/３）
５４位　２時間３３分３３秒
　　１区　櫻井　　晴（１Ｈ・玉川中）、
　　２区　辻井　亮羽（１Ｍ・南中山中）、
　　３区　小川　晃生（２Ｄ・狛江二中）、
　　４区　野澤　雅治（１Ｂ・南浦和中）、
　　５区　礒津　良太（１Ｊ・府中二中）、
　　６区　長澤　壮大（ＩＤ・千歳中）、
　　７区　久保田瑶生（２Ｅ・弥栄中）
▽第３０回全国高等学校女子駅伝競走大会東京都予選
会（１１/３）
２９位　１時間２7分４４秒
　　１区　𠮷野　　萌（２Ｈ・姪浜中）、
　　２区　河邊　　咲（２Ｊ・板橋三中）、
　　３区　川住　伊代（１Ｊ・品川学園中）、
　　４区　宮澤　希 （々１Ｌ・文花中）、
　　５区　簔口　優奈（１Ａ・生田中）
▽４・５・６支部　第２１回新春駅伝競走大会（１/７）
男子　２５位　１時間１４分１０秒
　　１区　小川　晃生、２区　辻井　亮羽、
　　３区　長澤　壮大、４区　野澤　雅治
▽４・５・６支部　第２０回新春駅伝競走大会（１/７）
女子　８位　４９分３7秒
　　１区　𠮷野　　萌、２区　簔口　優奈、
　　３区　河邊　　咲、４区　川住　伊代

■女子バスケットボール部
▽Ｈ３０年度　新人大会兼関東新人大会東京都予選
１１/４（日）本校５８－7９日体桜華女子高
※１回戦敗退

■男子バレーボール部
▽新人大会（１１/４）
１回戦　本校２－０足立学園

本校０－２多摩大目黒
▽私立高等学校選手権大会（１２/１６）
１回戦　本校２－０穎明館
２回戦　本校０－２芝

■女子バレーボール部
▽新人リーグ（１１/３・４）
本校２－１関東国際
本校２－０千歳丘
本校２－０日大三
本校２－０芦花
本校２－０専大附属
リーグ戦１位通過
▽新人選手権大会（１１/１１）
本校２－１成城学園
本校０－２東京
都ベスト６４
▽私学大会（１２/１６）
本校２－１拓大一
本校０－２東京女子学院

■アメリカンフットボール部
▽全国高等学校アメリカンフットボール選手権大会
（１０/２８）
１回戦　本校２7－３５立教新座

■男子ソフトテニス部
▽東京都私学大会新人個人戦（１０/２１）
ベスト	３２　伊郷　太貴（２Ｃ・清明学園）

	木庭　直哉（２Ｄ・深沢中）
	石川　雄聖（２Ｉ・御園中）
	川口竜之介（１Ｍ・尾久八幡中）　

▽東京都私学大会新人団体戦（１０/２８）
第３位　伊郷　太貴

川口竜之介
石川　雄聖
鳥羽　慧寛（２Ａ・烏山中）
松永　拓也（２Ｂ・志村一中）
木庭　直哉

▽東京都新進大会個人戦（１１/４）
第３位　　伊郷　太貴　木庭　直哉
ベスト１６　石川　雄聖　川口竜之介
▽東京都インドア大会（１/４）
ベスト８　伊郷　太貴　鳥羽　慧寛

松永　拓也　木庭　直哉
石川　雄聖　川口竜之介
鶴田　洋介（２Ｇ・

秋田大学教育文化学部附属中）　
北川　広宙（２Ａ・烏山中）

■女子ソフトテニス部
▽新進大会（１１/３・４）
都ベスト３２
藤原　美月（１Ａ・稲城三中）・

　　林崎菜々子（２Ｇ・深沢中）
　　藤間　彩花（２Ｉ・篠崎二中）・
　　三浦　花織（２Ｈ・三鷹一中）
　都ベスト６４
　　池本　絢那（２Ｈ・南陵中）・
　　春名　美和（２Ｄ・生田中）
▽東京私立高等学校新人選手権大会（１１/１１・２５）	
都ベスト３２
　　藤原　美月・林崎菜々子
　　藤間　彩花・三浦　花織
▽インドア大会（１/４）
都ベスト４　準決勝　本校０－３文大杉並
▽中野区インドア大会（１/１３）
優　勝　藤原　美月・林崎菜々子
第３位　藤間　彩花・三浦　花織

嶋村　南璃（２Ｈ・打越中）・
杉野　海愛（１Ａ・金井中）

■バドミントン部
▽八王子オープンダブルス大会（男子複）（１２/１６）
▽フジ杯多摩地区ジュニアダブルス大会（男子複）（１２
/１６）
▽板橋オープン高校生大会（男女複）（１２/２５・２６）
▽冬季西ブロック大会（男女団体）（１/１４）	
　予選リーグ、決勝トーナメント

■剣道部
▽杉並区大会（１０/２８）
女子団体　準優勝
女子個人　第３位
　　川口　純奈（１Ｋ・清泉中）
▽高体連第５支部（杉並・中野・練馬）大会（１１/２３）
女子団体　準優勝
女子個人　第３位　川口　純奈
ベスト８　福本　光莉（２Ｇ・国分寺三中）
▽東京都新人剣道大会（１/１９）
女子団体　ベスト１６
１回戦　本校２－０都立日比谷
２回戦　本校２－０農大一高
３回戦　本校０－１東海大高輪台

■空手道部
▽第２7回	関東高等学校空手道選抜大会（１/２６・１/２7
於：埼玉県立武道館）
女子団体形
＜関東南ブロック戦＞
１回戦　本校１－４山梨学院
＜全国選抜出場枠決定戦＞
　　１回戦　本校２－３拓殖大学紅陵
　女子団体組手　
　＜関東南ブロック戦＞
　　１回戦　本校０－３秀明八千代
　＜全国選抜出場枠決定戦＞
　　１回戦　本校３－１市川
　　２回戦　本校０－３帝京
　女子個人形　軍司　佳歩（２Ｃ・三鷹一中）出場
　＜関東南ブロック戦＞
　　１回戦
　　軍司　佳歩（本校）０－５浅川野乃香（日本航空）
　＜全国選抜出場枠決定戦＞
　　１回戦
　　軍司　佳歩（本校）０－５木津　歩美（拓殖大学紅陵）

■ゴルフ部
▽関東高等学校ゴルフ選手権冬季大会
決勝出場
関根空瑠美（２Ｈ・千歳中）

■ウエイトリフティング部
▽東京都新人戦及び関東選抜大会予選会（１１/２５	於：
武蔵野の森総合スポーツプラザ）
男子６２㎏級　トータル１４３㎏　２位

小林（１Ｂ・三沢中）
　男子77㎏級　トータル１６８㎏　１位
　　蛯名　　廉（１Ｌ・落合二中）
　男子８５㎏級　トータル１６８㎏　２位
　　田中　健太（１Ｂ・十条富士見中）
　女子５８㎏級　トータル１３３㎏　１位
　　橋本　夏実（１Ｌ・東村山四中）
▽平成３０年度第３４回関東高等学校ウエイトリフティ
ング競技選抜大会（１/１３・１４	於：山梨県立日川高
等学校）
男子６１㎏級　トータル１４7㎏　１１位
　　小林	
　男子7３㎏級　トータル１7０㎏　６位
　　蛯名　　廉
　男子８９㎏級　トータル１６６㎏　９位
　　田中　健太
　女子５９㎏級　トータル１４０㎏　１位
　　橋本　夏実

■写真部
▽横浜における撮影会（１１/１１）
▽よみうりランドにおける撮影会（１２/２１）
▽東京都高等学校文化祭写真部門中央大会（１２/２２～
２８）
　出展　西村　嶺実（２Ｂ・小山中）

■放送部
▽第４１回東京都高等学校文化祭放送部門
　（予選１１/３、決勝１１/２４）
　【朗読部門】
　　第７位　　今井　結衣（１Ｄ・枡形中）
　【オーディオピクチャー部門】
　　第４位　変えたい、じゃあ行動しよう
　　制作代表：守谷　梓沙（１Ｌ・調布六中）
　【ビデオメッセージ部門】
　　第４位　１コマから世界へ
　　制作代表：木澤りさ子（２Ｉ・南六郷中）
　【オーディオドラマ部門】
　　第３位　空白
　　制作代表：野崎　麻衣（２Ｄ・府中六中）
　【ビデオドラマ部門】
　　第２位　空
　　制作代表：寺田　裕香（１Ｃ・横山中）
※東京都教育委員会賞

■演劇部
▽東京都中央発表会（１１/１7）
最優秀賞（水木京太賞・審査員特別賞・東京都教育
委員会賞）
榊原政常記念創作脚本賞　関東大会へ推薦
▽第５４回関東高等学校演劇研究大会（１/１９）
最優秀賞（文部科学大臣賞・全国高等学校演劇協議
会会長賞・関東高等学校演劇協議会会長賞）　創作
脚本賞　第６５回全国高等学校演劇大会（佐賀大会）
へ推薦

■吹奏楽部
▽２０１８ＴＡＭＡアンサンブルフェスタ（１２/２7）
金管８重奏銀賞、木管３重奏銅賞（グッドサウンド
賞）
▽第４２回東京都高等学校アンサンブルコンテスト（１
/５・６）
サックス８重奏金賞、クラリネット７重奏銀賞
▽第６６回第九支部親睦音楽会（１/１３）
専修大学附属高等学校と合同演奏
▽第４６回定期演奏会（３/１８）

■バトントワリング部
▽平成３０年１２月第２３回シニアバトントワーリング
フェスティバル
２年生参加	
▽平成３１年１月第３２回関東バトントワーリングチー
ムコンテスト
初級部門	金賞受賞
ベストドレッサー賞受賞
▽平成３１年２月東京都バトン協会バトントワーリン
グコンテスト千代田区大会
初級・中級　出場
▽平成３１年２月	３年生を送る会演技披露

■茶華道部
▽鶴ヶ丘祭	（６月）
茶会および華道展示
▽鎌倉陶芸遠足		（７月）
▽いけばな嵯峨御流	免状取得（１２月）
入門・初伝
高桑芽萌里（２年）

■料理部
▽体育祭障害物競走用マドレーヌ提供
　（２４０個、１１/６）
▽おにぎりアクションwith	Highers☆
　（１１/８、１５、１６、２２）
▽クリスマスケーキ講習（１２/１7）
▽揚げ物講習（１２/１８）

■ダンス同好会
▽部活動説明会にてダンス発表（４/７）
▽鶴ヶ丘祭にてダンス発表（６/２３・２４）
▽わいわい広場にて秋公演（９/２０）
▽Xmas公演（１２/２０）
▽三年を送る会にて２年生のダンス発表（２/２０）
▽月１回、ダンス講師のレッスン開催



平成31年３月３日 （16）

第２学年　カナダ修学旅行報告
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